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研究要旨    

本研究の目的は，就学前の年中児（4-5歳）における，担任評価による対人応答性尺度（Social 

Responsiveness Scale：SRS）得点の分布を示し，標準値を得ることである．多摩北部地域

（小平市・西東京市）に所在する幼稚園・保育園 78 施設の，年中児クラス担任を対象に，

担当する園児について尋ねる質問紙調査を実施した．質問票が返送されたのは 57 園 106ク

ラスに在籍する園児 422 名分であり，そのうち有効回答 416 名分のデータを基に，SRS 合

計得点の平均値及び度数分布を算出，標準化得点への換算表を示した． 

担任評価による SRS合計得点の分布と標準値からは，就学前の一般の年中児において，

自閉症的行動特徴はおおよそ連続的に分布しており，全体的に男児は女児よりもやや高値を

示すことが明らかとなった．これらの分布のパターンや性差は，保護者評価や就学後児童・

生徒においてみられた結果と同様であった．  

これらの結果は，医療・教育・福祉などの現場において子どもの理解のためのより客観的

な根拠として活用されることが期待される． 

 

A. 研究目的 

自閉症スペクトラム（Autism Spectrum 

Disorders：ASD）という言葉の通り，近年，

自閉症的行動特徴は一般母集団内でなめら

かに連続しており，臨床群と定型発達群の間

に質的に異なる境界は存在しないと考えら

れるようになってきた（Wing,1981）． 

対人応答性尺度（Social Responsiveness 

Scale：SRS）は，4-18 歳の子どもの日常生

活で観察される自閉症的行動特徴について，

保護者または教師が定量的に評価すること

ができる質問紙である（Constantino & Todd，

2003）．自閉症的行動特徴の程度を表す SRS

得点は，一般児童母集団内で連続分布するこ

と（Constantino & Todd，2003），IQや年

齢とは独立していることなどが報告されて

おり，臨床閾下となるような軽微な特徴を持

つ群をも敏感に捉え得る臨床診断の有用な
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ス ク リ ー ニ ン グ ツ ー ル と さ れ て い る

（Constantino，2000；2003）． 

我々はこれまでに，SRS日本語版を作成し，

我が国の一般児童生徒集団（6-15歳）におい

て，保護者及び担任評価に基づく SRS 合計

得点すなわち自閉症的行動特徴が，連続的な

分布を示すことを報告してきた（神尾ら，

2009；Kamio et al., 2012）．また，昨年度の

報告書では，地域の就学前児（4-5 歳）にお

いて，保護者評価による SRS 合計得点は連

続分布を示すことを報告した． 

本研究では昨年度に続き，年中児（4-5歳）

における，担任評価による SRS 合計得点の

分布と標準値を得ることを目的とし，分析を

実施した． 

 

B. 研究方法 

本研究で使用したデータは，多摩北部地域

（小平市・西東京市）に所在する幼稚園・保

育園 78施設の，年中児クラス担任を対象に

実施した質問紙調査から得られた． 

質問票は担任が受け持ちのクラスに在籍

する児について回答する形式で，所定のルー

ル（男女別に五十音順の最初と最後に該当す

る児）に基づき各クラス男女 2名の対象児を

選出した．なお，児の保護者にはあらかじめ

園を通じて協力依頼文書を配布しており，協

力不同意の意思表明のあった児童は選出対

象から除いた．質問票の配付及び回収は

2012年 2月 1日~2012年 3月 14日に行った．

78園のうち，調査への協力同意が得られた

のは 61園（78.2％）112クラスであり，こ

のうち，実際に質問票が返送されたのは 57

園（73．0％）106クラス 422名分であった．

返送された 422名のデータのうち，性別と年

齢の欠測がない 416名のデータを有効回答

として今回の解析対象とした．なお，対象の

選択とその概要，及び協力施設の属性につい

ては，昨年度及び一昨年度の分担報告書にお

いて詳細に報告した（神尾ら，2012；小保内

ら，2013）． 

質問票の構成内容は，施設の所在市と園種

（幼稚園／保育園）に加え，対象児の基本属

性（性別及び年齢，居住市），SRS日本語版

の 65項目，子どもの強さと困難さアンケー

ト（Strength and Difficulties 

Questionnaire：SDQ）の 25項目，ADHD

評価スケール（ADHD Rating ScaleⅣ：

ADHD-RS）の 18項目であった．SRS日本

語版は，65項目の設問それぞれについて 4

件法（あてはまらない：0点～ほとんどいつ

もあてはまる：4点）でなされた回答に基づ

き，5つの下位尺度得点及び合計得点を算出

した（得点範囲は 0~195点で，高得点程自閉

症的行動特徴を多くに持つとされている）．

下位尺度には，対人的気づき（Social 

Awareness），対人的認知（Social Cognition），

対人的コミュニケーション（Social 

Communication），対人的動機づけ（Social 

Motivation），自閉症的常同症（Autistic 

Mannerism）が含まれる．SDQ及び

ADHD-RSは欠測値補完のために使用し，本

研究の主な分析には含まないため詳細は省

略する．  

 

（倫理面への配慮） 

本研究は国立精神･神経医療研究センター倫

理委員会の承認を受けており，臨床研究及び

疫学研究の倫理指針に基づく手続きを遵守

した．個人情報をはずした情報のみを分析に

用いており個人のプライバシーは保護され

ている． 

 

C. 研究結果  

1）有効回答と欠測データの補完 

ⅰ）有効回答 
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質問票が回収された 422名のうち，性別と

年齢に欠測がないのは 416名であった．なお

416名のうち SRSに 1項目以上の欠測があ

るのは 49名で，最大欠測数は 16（1名）で

あった．本研究ではこの 416名を有効回答と

し，SRSの欠測については以下の手順で欠測

パターンの分析及び多重代入法による欠測

値補完を行った．なお，有効回答 416名のう

ち，男児は 208名（4.96±0.20歳），女児が

208名（4.93±0.25歳）であった．  

ⅱ）欠測パターンの分析 

有効回答 416名のデータ（園の所在市，園

種，性別，年齢，居住市，SRS日本語版_65

項目，SDQ_25項目，ADHD-RS_18項目）

について欠測パターンの分析を行った．その

結果，欠測のメカニズムは完全にランダムな

欠測（Missing Completely At Randam：

MCAR）ではなく（Little MCAR検定：p 

< .05），その他の変数に依存するランダムな

欠測（Missig AT Randdom：MAR）と推定

された．これらの結果より，欠測値補完の選

択が有効と考えられた． 

ⅲ）多重代入法による SRSの欠測値補完 

園の所在市，園種，性別，年齢，居住市，

SRS日本語版_65項目，SDQ_25項目，

ADHD-RS_18項目を予測変数とし，MCMC

法（最大反復回数 20回）を用いて，SRS65

項目の多重代入を行った． 

以下の SRS得点の分布及び標準値の算出

には，多重代入法により欠測値補完した 416

名分のデータを用いた． 

 

2）SRS得点の平均値及と分布 

 Table１に，SRS合計得点の平均値及び標

準偏差を示し，比較のための参考値としてこ

れまでに報告した保護者評価や就学後の児

童・生徒における値も転記した．また，SRS

合計得点の度数分布を Fig1に示した．SRS

合計得点には性差がみられ，男児は女児より

も高い値であった（t = 5.6 ，p < .05）．また，

SRS合計得点は，男女ともおおよそ連続的に

分布しており，男児では 25（20-35点）で最

も度数が高く，女児では 15（10-20点）で最

も度数が高かった．  

 

3）SRSの標準化得点と群分け 

 SRS合計得点及び下位尺度得点について，

原版マニュアル（Constantino，2005）及び

児童・生徒における標準値算出（森脇ら，

2011）の手続きに倣い，それぞれ標準化得点

（T得点）を算出した．換算表を付録として

示した． 

また，T得点の 60，75を基準とし 3群に

分類し，各群の SRS合計得点（素点）を性

別に示した（Table2）．これら 3群は，原版

マニュアルでは，T得点が 76以上であると

ASD診断が強く疑われる ASD-Probable群，

T得点が 60-75では診断閾下となるような軽

微な特性をもつ ASD-Possible群，T得点が

59以下は ASD特性をほとんど持たない大多

数の ASD-Unlikely群として定義している

（Constantino，2005）． 

 

D. 考察 

本研究の目的は，年中児（4-5歳）におけ

る，担任評価による SRS合計得点の分布と

標準値を得ることであり，多摩 2市にある幼

稚園・保育園施設の 78％から協力同意を得

て，422名の児についての担任評価回答を得

ることができた．この中には，SRSの 65項

目中に欠測がある回答も含まれていたが，妥

当性を検証した上で，多重代入法による補完

を行い有効回答 416名のデータについて集

計及び分析を行った． 

その結果，SRS合計得点は 0~145点の範

囲で，男児では 25点付近，女児では 15点付
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近をピークにおおよそ連続的に分布してい

た．これらの分布パターンは，一般児童・生

徒集団内における SRS合計得点の分布

（Kamio et al., 2012；森脇ら，2011）や，

今回の対象児を含む 7401名の年中児（4-5

歳）における，保護者評価による SRS合計

得点の分布（神尾ら，2013）と近似していた．

なお，やや高い得点帯で，度数分布の凹凸み

られたが，これは先行研究と比べて，今回の

対象人数がやや少ないことが原因であると

推測される． 

性差についてみると，男児の SRS合計得

点は平均 37.5点で，女児の平均 25.1点より

も有意に高かった．昨年度報告した保護者評

価の SRS合計得点でも，男児は平均 35.0点

で，女児の平均 31.7点よりも有意に高値で

あった（神尾ら，2013）．米国での双子研究

（Constantino & Todd，2003）や国内の一

般児童・生徒集団を対象とした研究（森脇ら，

2011；Kamio et al., 2012）でも，SRS得点

について同様の性差が報告されており，今回

の結果はこれらの先行研究と一致していた． 

また，評価者による違いという観点でみる

と，本研究の担任評価の方が男女の得点差が

大きい．あくまでもそれぞれの平均値を比べ

ただけであり解釈には限界があるものの，普

段から同一年齢かつ同性の児をより多く観

察する担任の評価では，保護者が評価するよ

りも性差を明確に捉え，担任評価の女児得点

がより低い値となっている可能性も考えら

れる．この点については，今後，面接時に取

得した，同一の対象児について保護者と担任

が同時に評価したデータを分析し，詳細に検

討する予定である． 

さらに，本研究では就学前の年中児を対象

としたが，就学直後の 1年生における SRS

合計得点は，男児が平均 35.7点，女児が平

均 25.5点と報告されている（森脇，2011）．

異なる調査のサンプルデータであり，統計的

検定を行ってはいないが，男女とも就学前後

で得点の大きな差はないと推測された． 

このように，担任評価による SRS合計得

点の年中児（4-5歳）における分布と標準値

からは，就学前の一般の年中児において，自

閉症的行動特徴はおおよそ連続的に分布し

ており，全体的に男児は女児よりもやや高値

を示すことが明らかとなった．これらの分布

のパターンや性差は，保護者評価や就学後児

童・生徒にみられた結果と同様であった．  

就学前児の自閉症的行動特徴を捉えるこ

とは，適切な診断につなげるだけでなく，就

学後の重要な発達過程における支援や指導

を行う上での重要な手掛かりになると考え

られる．また，双方向的な対人交流に関連す

る自閉症的行動特徴の多くは，同年齢児との

集団生活において保育者により初めて明ら

かとなることが多い．従って，本研究で示し

た，担任評価による SRS得点の分布及び標

準値は，医療・教育・福祉などの現場におい

て子どもの理解のためのより客観的な根拠

として活用されることが期待される．  

 

E. 結論 

就学前年中児（4-5歳）を対象とした地域

調査の結果を集計し，担任評価による対人応

答性尺度：SRS合計得点の分布と標準値を示

した．SRS合計得点はおおよそ連続的に分布

しており，全体的に男児は女児よりもやや高

値を示していた．今後，評価者による得点分

布の違いなどについてさらに詳細な検討を

加えていく予定である． 
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Fig. 1 担任評価による SRS合計得点の分布（4-5歳） 

男児 女児

ASD Probable 　 76≦ 102-195 78-195

ASD Possible　 60-70 62-101 45-77

ASD Unilkely　  ≦59 0-61 0-44

Table 2 SRS標準化得点に基づく 3群ごとの SRS合計得点（担任評価・4-5歳） 

Table 1 SRS合計得点の平均値と標準偏差 

男児 女児 男児 女児

平均±標準偏差　（人数） 平均±標準偏差　（人数） 平均±標準偏差　（人数） 平均±標準偏差　（人数）

就学前_年中児（4-5歳） 37.5±25.0　（208）a 25.1±20.4　（208）a 35.0±16.8　（711）b 31.7±14.9　（679）b

就学後_小学校1年生 35.7±23.7　（480）c 25.5±20.5　（483）c 37.3±18.2　（1655）c 33.0±16.7　（1473）c

　　注）a；本研究の集計データ【年中児の担任評価】，b；昨年度報告書（神尾ら，2013）記載データを転記【年中児の保護者評価】，

　　　　 c；森脇ら（2011）記載データを転記【小学校1年生の保護者・教師評価】

保護者評価担任（教師）評価
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付録　担任×男児  (多摩調査幼児：4～5歳　N=208：多重代入後）

Total
Social

Awareness
Social

Cognition
Social

Communication
Social

Motivation
Autistic

Mannerisms

0 35 34 36 37 33 41 0
1 35 36 38 38 36 43 1
2 36 39 40 39 38 45 2
3 36 41 42 40 41 47 3
4 37 44 44 41 43 49 4
5 37 46 45 42 46 50 5
6 37 49 47 43 48 52 6
7 38 52 49 44 51 54 7
8 38 54 51 45 53 56 8
9 39 57 53 47 56 58 9
10 39 59 55 48 58 59 10
11 39 62 57 49 61 61 11
12 40 64 58 50 63 63 12
13 40 67 60 51 66 65 13
14 41 69 62 52 68 67 14
15 41 72 64 53 71 68 15
16 41 74 66 54 73 70 16
17 42 77 68 55 76 72 17
18 42 79 70 56 78 74 18
19 43 82 71 57 81 76 19
20 43 84 73 59 83 77 20
21 43 87 75 60 86 79 21
22 44 89 77 61 88 81 22
23 44 92 79 62 91 83 23
24 45 94 81 63 93 85 24
25 45 83 64 96 86 25
26 45 84 65 98 88 26
27 46 86 66 101 90 27
28 46 88 67 103 92 28
29 47 90 68 106 94 29
30 47 92 69 108 95 30
31 47 94 71 111 97 31
32 48 95 72 113 99 32
33 48 97 73 116 101 33
34 49 99 74 103 34
35 49 101 75 104 35
36 49 103 76 106 36
37 50 77 37
38 50 78 38
39 51 79 39
40 51 80 40
41 51 81 41
42 52 83 42
43 52 84 43
44 53 85 44
45 53 86 45
46 53 87 46
47 54 88 47
48 54 89 48
49 55 90 49
50 55 91 50
51 55 92 51
52 56 93 52
53 56 95 53
54 57 96 54
55 57 97 55
56 57 98 56
57 58 99 57
58 58 100 58
59 59 101 59
60 59 102 60
61 59 103 61
62 60 104 62
63 60 105 63
64 61 107 64
65 61 108 65
66 61 109 66
67 62 67
68 62 68
69 63 69
70 63 70

Raw Score
T-Score

Raw Score
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Total
Social

Awareness
Social

Cognition
Social

Communication
Social

Motivation
Autistic

Mannerisms

71 63 71
72 64 72
73 64 73
74 65 74
75 65 75
76 65 76
77 66 77
78 66 78
79 67 79
80 67 80
81 67 81
82 68 82
83 68 83
84 69 84
85 69 85
86 69 86
87 70 87
88 70 88
89 71 89
90 71 90
91 71 91
92 72 92
93 72 93
94 73 94
95 73 95
96 73 96
97 74 97
98 74 98
99 75 99
100 75 100
101 75 101
102 76 102
103 76 103
104 77 104
105 77 105
106 77 106
107 78 107
108 78 108
109 79 109
110 79 110
111 79 111
112 80 112
113 80 113
114 81 114
115 81 115
116 81 116
117 82 117
118 82 118
119 83 119
120 83 120
121 83 121
122 84 122
123 84 123
124 85 124
125 85 125
126 85 126
127 86 127
128 86 128
129 87 129
130 87 130
131 87 131
132 88 132
133 88 133
134 89 134
135 89 135
136 89 136
137 90 137
138 90 138
139 91 139
140 91 140

Raw Score
T-Score

Raw Score
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Total
Social

Awareness
Social

Cognition
Social

Communication
Social

Motivation
Autistic

Mannerisms

141 91 141
142 92 142
143 92 143
144 93 144
145 93 145
146 93 146
147 94 147
148 94 148
149 95 149
150 95 150
151 95 151
152 96 152
153 96 153
154 97 154
155 97 155
156 97 156
157 98 157
158 98 158
159 99 159
160 99 160
161 99 161
162 100 162
163 100 163
164 101 164
165 101 165
166 101 166
167 102 167
168 102 168
169 103 169
170 103 170
171 103 171
172 104 172
173 104 173
174 105 174
175 105 175
176 105 176
177 106 177
178 106 178
179 107 179
180 107 180
181 107 181
182 108 182
183 108 183
184 109 184
185 109 185
186 109 186
187 110 187
188 110 188
189 111 189
190 111 190
191 111 191
192 112 192
193 112 193
194 113 194
195 113 195

Raw Score
T-Score

Raw Score
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担任×女児  (多摩調査幼児：4～5歳　N=208：多重代入後）

Total
Social

Awareness
Social

Cognition
Social

Communication
Social

Motivation
Autistic

Mannerisms

0 38 37 39 40 36 44 0
1 38 40 41 41 38 46 1
2 39 43 44 43 40 49 2
3 39 46 46 44 43 51 3
4 40 49 48 45 45 54 4
5 40 52 50 46 48 57 5
6 41 56 53 48 50 59 6
7 41 59 55 49 53 62 7
8 42 62 57 50 55 64 8
9 42 65 60 52 58 67 9
10 43 68 62 53 60 70 10
11 43 71 64 54 62 72 11
12 44 74 66 55 65 75 12
13 44 77 69 57 67 77 13
14 45 80 71 58 70 80 14
15 45 83 73 59 72 83 15
16 46 86 75 61 75 85 16
17 46 89 78 62 77 88 17
18 47 92 80 63 79 90 18
19 47 95 82 64 82 93 19
20 47 98 84 66 84 96 20
21 48 101 87 67 87 98 21
22 48 104 89 68 89 101 22
23 49 107 91 69 92 103 23
24 49 110 94 71 94 106 24
25 50 96 72 96 108 25
26 50 98 73 99 111 26
27 51 100 75 101 114 27
28 51 103 76 104 116 28
29 52 105 77 106 119 29
30 52 107 78 109 121 30
31 53 109 80 111 124 31
32 53 112 81 114 127 32
33 54 114 82 116 129 33
34 54 116 84 132 34
35 55 119 85 134 35
36 55 121 86 137 36
37 56 87 37
38 56 89 38
39 57 90 39
40 57 91 40
41 58 92 41
42 58 94 42
43 59 95 43
44 59 96 44
45 60 98 45
46 60 99 46
47 61 100 47
48 61 101 48
49 62 103 49
50 62 104 50
51 63 105 51
52 63 107 52
53 64 108 53
54 64 109 54
55 65 110 55
56 65 112 56
57 66 113 57
58 66 114 58
59 67 115 59
60 67 117 60
61 68 118 61
62 68 119 62
63 69 121 63
64 69 122 64
65 70 123 65
66 70 124 66
67 71 67
68 71 68
69 72 69
70 72 70

Raw ScoreRaw Score
T-Score
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Total
Social

Awareness
Social

Cognition
Social

Communication
Social

Motivation
Autistic

Mannerisms

71 73 71
72 73 72
73 74 73
74 74 74
75 75 75
76 75 76
77 75 77
78 76 78
79 76 79
80 77 80
81 77 81
82 78 82
83 78 83
84 79 84
85 79 85
86 80 86
87 80 87
88 81 88
89 81 89
90 82 90
91 82 91
92 83 92
93 83 93
94 84 94
95 84 95
96 85 96
97 85 97
98 86 98
99 86 99
100 87 100
101 87 101
102 88 102
103 88 103
104 89 104
105 89 105
106 90 106
107 90 107
108 91 108
109 91 109
110 92 110
111 92 111
112 93 112
113 93 113
114 94 114
115 94 115
116 95 116
117 95 117
118 96 118
119 96 119
120 97 120
121 97 121
122 98 122
123 98 123
124 99 124
125 99 125
126 100 126
127 100 127
128 101 128
129 101 129
130 102 130
131 102 131
132 103 132
133 103 133
134 103 134
135 104 135
136 104 136
137 105 137
138 105 138
139 106 139
140 106 140

Raw Score
T-Score

Raw Score
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Total
Social

Awareness
Social

Cognition
Social

Communication
Social

Motivation
Autistic

Mannerisms

141 107 141
142 107 142
143 108 143
144 108 144
145 109 145
146 109 146
147 110 147
148 110 148
149 111 149
150 111 150
151 112 151
152 112 152
153 113 153
154 113 154
155 114 155
156 114 156
157 115 157
158 115 158
159 116 159
160 116 160
161 117 161
162 117 162
163 118 163
164 118 164
165 119 165
166 119 166
167 120 167
168 120 168
169 121 169
170 121 170
171 122 171
172 122 172
173 123 173
174 123 174
175 124 175
176 124 176
177 125 177
178 125 178
179 126 179
180 126 180
181 127 181
182 127 182
183 128 183
184 128 184
185 129 185
186 129 186
187 130 187
188 130 188
189 131 189
190 131 190
191 131 191
192 132 192
193 132 193
194 133 194
195 133 195

Raw ScoreRaw Score
T-Score

 


